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１．概要（Summary） 

本研究では，長寿命かつ高効率な接合を実現する新

形高速原子ビームガンを開発することを目指す．さらに，

開発した新形ガンの性能評価を行うことで，更なる高性能

化を達成する新形ガンの設計指針の決定を目指す． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

段差計 

【実験方法】 

開発した新形 FAB (Fast Atom Beam) ガンを作製，

その後照射実験を 5000分以上実施した．実施後の

FABガンの内壁を表面粗さ計にて測定し，損傷を確認す

る． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1に使用後の FABガン内壁の写真を示す．一部

Ar スパッタによる摩耗痕が見られた．摩耗痕の評価を行

うため，粗さ計を用いて，摩耗深さを測定した．その結果

を Fig. 2に示す．最大摩耗深さは，3 m程度で，従来

の FABガンよりも 5倍程度寿命が延びると予測される． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

・共同研究者：秦誠一（名古屋大学大学院工学研究科） 
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６．関連特許（Patent） 

なし． 

Fig. 2 Surface profile of side wall of FAB 

gun after 5000 min test. 
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Fig. 1 Photograph of side wall of FAB gun after 

5000 min test. 


